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（注：0％は0.5％未満）以下同じ

ＪＡくしろ丹頂　植生改善プロジェクト

調査年月：平成28年５月～平成30年６月

調査機関：各市町村、農業改良普及センター、ホクレン、ＪＡ

＊ＪＡ全体の平均では、イネ科、マメ科合わせた牧草が36％でした。

　４地区の草種ごとの冠部被度を調査した結果の積み上げ、各地区の植生の特徴についてまとめま
した。全地区にて対象圃場すべてを調査した結果、いずれの地区でも雑草が牧草に対して優勢な状
態となっております。これにより植生改善に取り組む必要性が明らかになりました。
　※冠部被度：上から見て、その草種が地表を被っている割合（％）

＊草種ごとの内訳
　 　雑草対策として導入したものを含めてオーチャードグラスが６％程あり、３回

刈りが実施される圃場もあります。

植生調査結果

1 ＪＡ全体の調査結果 ２,４３７か所の平均値

丹頂全体

イネ科
30％

雑　草
55％

裸地
9％

マメ科
6％

丹頂全体

チモシー
23％

シバムギ
15％

リードカナ
        リー

22％

裸地
9％

その他
9％

オーチャード
6％

ケンタッキー
7％

メドウフォックス
テール 2％

白クローバー 5％

ギシギシ 1％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％

調査の様子（H30.5.21 鶴居地区）
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●鶴居地区

●幌呂地区

６４６か所の平均値

４７１か所の平均値

＊平均では、イネ科、マメ科合わせた牧草が約35％になりました。
＊草種ごとの内訳
　 　シバムギ、リードが共に₁₉％となり、それらを含む雑草が２分の１以上あるこ

とが分かりました。調査対象圃場が釧路湿原に接した地域を含み、リード及び湿
地系雑草（その他₁₀％）の割合が高い状況です。

　 　シバムギは、スラリーに多いカリウムを吸収すると増えやすくなる傾向があり、
マメ科牧草も３％と少なく、スラリー散布が多い地区の特色が現れました。

＊平均では、イネ科、マメ科合わせた牧草が約37％になりました。
＊草種ごとの内訳
　 　雑草ではシバムギが₂₁％で全体の２割を超えていることが分かりました。
　 　鶴居地区と同様、大規模経営体からのスラリーの影響か、比較的シバムギが多

くクローバーが少ない状況です。一部、雑草対策としてペレニアル、オーチャー
ドの作付けに取り組んでいる圃場があることが数字で表れております。

2 各地区における調査結果

鶴居地区

チモシー
26％

シバムギ
19％

リードカナ
        リー

19％

裸地
9％

その他
10％

オーチャード
6％ケンタッキー

7％

メドウフォックス
テール 0％

白クローバー 3％

ギシギシ 1％

赤クローバー 0％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％

幌呂地区

チモシー
26％

シバムギ
21％

リードカナ
        リー

17％

裸地
10％

その他
7％

オーチャード
6％

ケンタッキー
7％

メドウフォックス
テール 0％

白クローバー 3％

ギシギシ 1％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 1％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％
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●白糠地区

●音別地区

９３２か所の平均値

３８８か所の平均値

＊平均では、イネ科、マメ科合わせた牧草が約38％になりました。
＊草種ごとの内訳
　 　雑草では湿地に強いリードカナリーグラスが₂₅％と約４分の１あることが分か

りました。オーチャードグラスグラスが８％と、定着しつつあるようです。

＊平均では、イネ科、マメ科合わせた牧草が約34％になりました。
＊草種ごとの内訳
　 　雑草ではリードカナリーグラス₂₅％と軍馬補充部時代に播種され現在最も注意

すべき強害雑草とされるメドウフォックステールが₁₀％と合わせて３分の１以上
あることが分かりました。

白糠地区

チモシー
22％

シバムギ
12％

リードカナ
        リー

25％

裸地
9％

その他
9％

オーチャード
8％ケンタッキー

6％

メドウフォックス
テール 2％

白クローバー 6％

ギシギシ 0％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％

音別地区

チモシー
21％

シバムギ
9％

リードカナリー
25％

裸地
7％

その他
8％

オーチャード
5％

ケンタッキー
6％

メドウフォックス
テール 10％

白クローバー 7％

ギシギシ 1％

赤クローバー 1％
ペレニアルライグラス 0％
メドウフェスク 0％
アルファルファ 0％
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●地区毎の特徴

　今回の調査により全対象圃場が調査済みとなり、地区全体の傾向がつかめてまい
りました。
　今後も調査を継続し、植生状況の変化を随時把握しつつ、同時に農家個別の対応
を進め、植生改善に役立てます。

①鶴居地区・・・ 牧草ではマメ科が3.4％と少なく、雑草ではシバムギ、リードの
他に湿地系の雑草も目立つ。

②幌呂地区・・・ 鶴居地区と似た状況で、両地区ともにフリーストール牛舎からの
スラリーによる影響が表れている。

③白糠地区・・・�牧草では、マメ科が7.4％と４地区で最も多く、雑草では湿地に
強いリードカナリーグラスが24.6％と多い。

④音別地区・・・ 強害雑草のメドウフォックステールが10.4％と目立ち、リードカ
ナリーグラス25.2％とともに全体の３分の１以上を占める。雑草
全体でも、４地区の中で最も高い59.2％となった。

地区 チモ
シー

オー
チャード

ペレニ
アル
ライ

グラス

メドウ
フェスク

白
クロー
バー

赤
クロー
バー

アルファ
ルファ

シバ
ムギ

リード
カナ
リ－

ケン
タッキー

メドウ
フォックス
テール

ギシ
ギシ その他 裸地

鶴居
地区 25.6 5.8 0.3 0.2 3.1 0.3 0.02 19.4 18.7 7.3 0.4 0.4 10.1 8.7

幌呂
地区 25.7 5.5 0.8 0.09 3.4 1.4 0.3 21.3 17.3 6.7 0.1 0.6 7.3 9.7

白糠
地区 22.2 7.8 0.3 0.34 5.8 1.5 0.1 11.6 24.6 6.0 1.6 0.5 8.8 9.0

音別
地区 20.7 5.5 0.3 0.1 6.7 0.5 0.1 8.7 25.2 6.1 10.4 0.6 8.2 7.0

丹頂
全体 23.5 6.4 0.4 0.2 4.8 1.0 0.1 15.1 21.7 6.5 2.4 0.5 8.8 8.7

3 データまとめ

4 調査まとめ

調査により得られたデータを基に、地区・農場に合った植生改善対策
に活用しましょう。
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～管内から多くの出品馬が集い資質を競い合う～

第１０９回　釧 路 種 馬 共 進 会

　

７
月
23
日
、釧
路
市
大
楽
毛
・

釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で
、
第

１
０
９
回
釧
路
種
馬
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
４
Ｊ
Ａ（
標
茶
、阿
寒
、

摩
周
湖
、
丹
頂
）
か
ら
、
計
26

頭
の
出
品
馬
が
集
ま
り
資
質
を

競
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
山
下
大
輔
氏
（
公

益
社
団
法
人 
日
本
馬
事
協
会

業
務
部
参
事
）
が
務
め
、
第
１

部
１
才
雄
馬
か
ら
第
７
部
ポ
ニ

ー
２
才
以
上
雌
馬
ま
で
の
各
部

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
計
８
頭
が
出

品
さ
れ
、
各
部
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

最
高
位
賞
は
Ｊ
Ａ
阿
寒
・
三
宮

久
蔵
さ
ん
の
出
品
馬
「
サ
ン
ノ

ハ
ヤ
ヒ
メ
」（
５
部
・
３
才
以

上
雌
子
付
き
・
日
本
輓
系
種
）

が
み
ご
と
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

審査員：
山下　大輔 氏

「花　姫」 小野田 喜一 氏 （音別）

「栄　華」 江崎　勝三 氏 （白糠）

「春　風」 佐藤　浩一 氏 （音別） 「大　知」 松井　紀行 氏 （幌呂）

入　　賞　　馬　　一　　覧
部 順位 名　　号 品　　種 出品者 （地区）

２部
１等 栄 華 日 本 輓 系 江崎　勝三（白糠）
３等 松 姫 日 本 輓 系 小野田喜一（音別）

３部 １等 大 知 日 本 輓 系 松井　紀行（幌呂）

４部
２等 藍 桜 日 本 輓 系 小野田喜一（音別）
２等 栗 姫 日 本 輓 系 江崎　勝三（白糠）

５部 ３等 春 風 ブ ル ト ン 佐藤　浩一（音別）

６部
１等 花 姫 北海道和種 小野田喜一（音別）
２等 第 二 野 菊 北海道和種 小野田喜一（音別）
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日本獣医生命科学大学の学生による感想文 №1

　

６
月
７
日
、坂
本
参
事
、

西
村
営
農
部
長
、
田
中
営

農
相
談
課
長
、
辻
田
家
畜

改
良
係
、
對
木
賢
雅
青
年

部
長
の
５
名
が
日
本
獣
医

生
命
科
学
大
学
を
訪
問

し
、
産
学
連
携
協
定
事
業

の
一
環
と
し
て
農
業
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

坂
本
参
事
よ
り
「
新
規

就
農
」、
西
村
営
農
部
長

よ
り
「
当
Ｊ
Ａ
の
概
要
及

び
酪
農
情
勢
」、
辻
田
家

畜
改
良
係
よ
り
「
家
畜
人

工
授
精
師
業
務
」、
對
木

① 　
今
回
の
講
義
で
は
、
Ｊ
Ａ
く

し
ろ
丹
頂
の
方
々
か
ら
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
私
は
将
来
家
畜

に
関
わ
る
お
仕
事
を
し
よ
う
と

思
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
の
お
話
を
聞
い
て

少
し
家
畜
の
お
仕
事
に
つ
い
て

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

 　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
問
題

の
ほ
か
、
国
際
貿
易
交
渉
な
ど

に
よ
る
将
来
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
動
物
が
好
き
な
人
と
い

う
の
は
、
世
の
中
で
比
べ
て
み

る
と
マ
イ
ナ
ー
な
方
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
動
物
が

好
き
な
人
達
が
集
ま
っ
た
私
達

が
そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す

る
か
ぎ
を
握
っ
て
い
る
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
に
も
夢

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
気
変
り

す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
地
方
農
家
が

抱
え
る
問
題
を
解
決
し
た
い
と

青
年
部
長
よ
り
「
自
ら
の

経
験
か
ら
伝
え
ら
れ
る
酪

農
の
良
さ
・
魅
力
」
等
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
説
明

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
60
名
の
学

生
は
、
初
め
て
知
る
酪
農

の
現
状
、
実
習
の
受
け
入

れ
や
新
規
就
農
、
担
い
手

対
策
、
ま
た
農
業
の
良
さ

魅
力
等
に
つ
い
て
真
剣
に

聞
き
入
り
、
農
業
に
対
す

る
関
心
の
深
さ
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

後
は
学
生
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
質
問
・
意

見
が
多
く
出
さ
れ
、
意
義

あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

尚
、
大
学
側
か
ら
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
学

生
の
感
想
文
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
２
回
に
分
け
て
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
の

実
習
な
ど
で
た
く
さ
ん
経
験
を

し
て
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

見
直
そ
う
と
今
回
の
講
義
を
聞

い
て
思
い
ま
し
た
。（

１
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

② 　
今
回
の
講
義
で
は
、
Ｊ
Ａ
く

し
ろ
丹
頂
の
方
々
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

 　

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
基
本
理

念
は
、
①
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
す
る
運
営
方
針
の
確
立 

②
組
合
員
経
済
へ
の
貢
献 

③

自
主
・
自
立
・
民
主
的
な
Ｊ
Ａ

経
営
の
確
立 

④
地
域
社
会
へ

の
貢
献
、
と
４
つ
の
も
の
が
あ

説明する對木青年部長

説明を受ける学生達
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り
ま
す
。

　
 　

現
在
の
農
業
経
営
は
、
日
々

の
搾
乳
作
業
や
管
理
作
業
、
牧

草
の
収
穫
作
業
な
ど
に
加
え
、

規
模
拡
大
に
よ
り
、
農
家
１
戸

当
た
り
の
飼
育
頭
数
が
拡
大

し
、
家
族
労
働
だ
け
で
は
完
結

し
な
い
雇
用
労
働
の
調
達
を
前

提
と
す
る
経
営
が
増
え
る
農
業

経
営
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
雇
用
労
働
力
の
給
源
が
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

化か

し
確
保
が
難
し
く
、
実
習

生
を
活
用
し
労
働
力
不
足
を
補

う
農
業
が
増
加
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
自
分
は
と
て
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
に
つ
い
て

の
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
夏
の
学
外
実
習
も
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。（

１
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

③ 　
今
回
の
お
話
を
聞
い
て
、
酪

農
や
そ
れ
に
関
わ
る
仕
事
は
大

変
だ
と
と
も
に
、
と
て
も
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
の
概

況
の
お
話
で
は
、
他
の
授
業
で

も
学
ん
だ
通
り
高
齢
化
が
進

み
、
農
家
が
減
っ
て
い
る
こ
と

を
再
度
知
り
ま
し
た
。
出
荷
乳

量
が
規
模
拡
大
で
増
え
て
い
る

の
に
対
し
、
高
齢
化
等
の
理
由

で
人
や
農
家
が
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
て
私
た
ち
の
前
で
現
状
を
話

し
て
く
だ
さ
り
、
酪
農
を
普
及

す
る
活
動
は
私
た
ち
に
と
っ
て

も
入
り
や
す
く
、
有
り
難
い
話

で
す
。

　

 　

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
の
方
の
人
工
授

精
の
話
も
知
ら
な
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
と
て
も
興

味
が
湧
き
ま
し
た
。
自
分
の

行
っ
た
人
工
授
精
に
よ
る
系
統

交
配
の
結
果
が
上
手
く
い
っ
て

い
る
か
ど
う
か
が
一
年
後
に
わ

か
る
と
い
う
の
は
、
大
変
な
時

間
と
労
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
最
後
の
お
話
で
「
実

習
を
す
る
時
は
目
的
を
持
つ
」

と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し

た
。
確
か
に
、
目
標
や
目
的
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
自
分
が

何
を
し
て
い
る
の
か
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
実
習
へ

行
く
時
、
そ
し
て
将
来
働
く
時

は
、
目
的
を
し
っ
か
り
持
っ
て

行
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

（
２
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

④ 　
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
北
海

道
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
広
大
な
土

地
を
利
用
し
て
、
多
く
の
牛
を

飼
う
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、

全
て
の
農
家
さ
ん
が
そ
う
い
っ

た
状
況
な
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
み
せ
て
い
た
だ
い

た
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
り
ま
し

た
。
毎
年
色
々
な
細
か
い
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
作
業
は
大
変
な

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た

が
、
今
回
の
私
の
よ
う
に
数
字

を
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
デ
ー
タ
を
集

め
る
こ
と
は
大
切
な
ん
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。
お
役
職
柄
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
は
き

は
き
と
し
た
話
し
方
を
さ
れ
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
分
も
も

う
少
し
要
点
を
は
っ
き
り
伝
え

る
よ
う
な
話
し
方
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
お

話
が
き
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と

説明する坂本参事
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～各種講習会等実施で知識を深める～

１
頭
に
か
か
る
時
間
が
少
な

く
、
自
分
の
仕
事
の
結
果
を
得

る
の
に
は
時
間
の
か
か
る
仕
事

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
北
海
道

の
地
名
は
読
み
方
が
難
し
か
っ

た
で
す
。

　

 　

目
的
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
い
う
お
話
が

あ
っ
た
の
で
、
習
慣
づ
け
る
た

め
に
毎
日
何
か
目
標
を
立
て
て

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
春
に
北
海
道
へ
実
習
に
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
１
年
生
が
た
く

さ
ん
い
た
の
で
、
私
も
頑
張
ら

な
く
て
は
、
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。（

２
年
生
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⑤ 　
釧
路
は
冷
涼
な
気
候
で
土
地

も
広
く
、酪
農
に
適
し
て
お
り
、

ま
た
、
農
家
と
釧
路
丹
頂
農
業

協
同
組
合
で
協
力
し
あ
っ
て
釧

路
の
農
業
を
支
え
て
き
た
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

 　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
農
家

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
農

業
の
将
来
に
対
す
る
不
安
か
ら

農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
対
策
を
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
釧
路

で
は
、
労
働
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
機
械
を
導
入
し
た
り
、

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の

対
策
を
し
て
い
る
。
農
業
と
い

う
職
業
が
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

農
業
従
事
者
が
増
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

 　

家
畜
人
工
授
精
師
の
詳
し
い

仕
事
を
初
め
て
聞
く
こ
と
が
で

き
、
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
が

繁
殖
に
た
ず
さ
わ
っ
た
牛
が
生

ま
れ
る
こ
と
は
、
す
ご
く
う
れ

し
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
し
た
。

（
１
年
生
）

７
月
10
日
、
本
所
で
、
外
国

人
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
技
能
実
習
生

受
入
対
面
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
よ

る
こ
の
事
業
は
、
平
成
22
年
か
ら

今
回
で
８
回
目
と
な
り
、
受
け
入

れ
を
す
る
鶴
居
２
農
場
、
幌
呂
２

農
場
、音
別
１
農
場
の
代
表
者
が
、

８
名
の
実
習
生
と
対
面
し
ま
し
た
。

実
習
生
は
８
月
９
日
迄
の
１

ヶ
月
間
、入
国
後
講
習
を
受
講
し
、

７
月
18
日
に
釧
路
警
察
署
に
よ
る

交
通
安
全
研
修
、
19
日
に
鶴
居
消

防
署
で
火
災
訓
練
や
救
命
措
置
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
、
受
け
入
れ
農
場
及
び

実
習
生
に
は
有
意
義
な
実
習
期
間

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
期
待

致
し
て
お
り
ま
す
。

実際の標識を確認しながら学ぶ

8

外国人技能実習生 受入対面式



～参加者全員で幌呂を熱く盛り上げました!! ～

第１6回「祭りinほろろ」開催

　

７
月
25
日
、
幌
呂
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
第
16

回
「
祭
り
in
ほ
ろ
ろ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
澤
実
行
委
員
長
は
「
よ

う
や
く
天
候
に
恵
ま
れ
乾
草

作
り
等
が
今
、
盛
ん
に
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者

皆
様
の
ご
協
力
で
幌
呂
を
熱

く
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
し
ょ

う
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
女
性
部
に
よ
る

手
作
り
の
惣
菜
な
ど
も
好
評

で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。女性部手作り惣菜おいしい!!

喜多島麻鈴さんによる
歌謡ショー

射的で商品ゲーット！

小学生もカラオケで盛り上げました!!

挨拶する藤澤常行
実行委員長

JA新人職員もカラオケ大会で熱唱！

会場内は大盛況!!

ちびっ子カラオケによるステージ
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～親睦を深め楽しいひと時を過ごしました～

　

７
月
25
日
か
ら

３
日
間
、
Ｊ
Ａ
く

し
ろ
丹
頂
音
別
年

金
友
の
会
は
、
阿

寒
で
第
30
回
通
常

総
会
並
び
に
親
睦

旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

会
員
数
２
９
１

名
の
う
ち
28
名
が

出
席
し
、
阿
寒
湖

温
泉
で
通
常
総
会

が
行
な
わ
れ
、
議

案
は
全
件
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後

は
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
で
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め

楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
川

湯
相
撲
記
念
館
や

硫
黄
山
、
摩
周
湖

な
ど
を
見
学
し
、

思
い
出
に
残
る
親

睦
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

７
月
21
・
22
日
の
２
日
間
、

釧
路
市
民
球
場
で
、
釧
路
管

内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
、
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

丹
頂
野
球
部
は
、
初
日
に

ホ
ク
レ
ン
と
対
戦
し
、西
村
、

松
崎
、
北
村
の
投
手
リ
レ
ー

で
24
対
２
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
準
決
勝
は
北
農
連

と
対
戦
し
、
高
野
主
将
が
率

い
る
選
手
全
員
が
持
て
る
力

を
出
し
て
の
全
力
プ
レ
ー
に

よ
り
11
対
１
で
勝
利
、
決
勝

戦
は
阿
寒
と
対
戦
し
、
鈴
木

郁
也
監
督
を
は
じ
め
と
す
る

全
員
野
球
に
よ
り
、
５
対
１

で
勝
利
し
、
み
ご
と
３
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。
当
日
応

援
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
様

方
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
江
別
市
で
開
催
さ

れ
る
全
道
大
会
で
は
釧
路
管

内
の
代
表
と
し
て
全
力
で
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

表　

彰　

者
（
丹
頂
の
み
掲
載
）

最
優
秀
選
手
賞
松　

崎　

勇　

人

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
西　

川　
　
　

健

釧路管内ＪＡ野球大会 ３連覇達成!!

力投した北村正樹選手 最優秀賞獲得 松崎勇人選手大 会 結 果

1

1

2 241 65 9

111 2

5

優 勝：ＪＡくしろ丹頂

２日目
１日目

し
べ
ち
ゃ

摩
周
湖

阿

　
　寒

釧
路
太
田

北
農
蓮

ホ
ク
レ
ン

く
し
ろ
丹
頂

10
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

北
海
道
酪
農
で
は
、
労
働
負
担
を

軽
減
す
る
省
力
化
機
械
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、
搾
乳
ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
戸
数
は
１
９
１
戸
（
平

成
29
年
度
）
で
、
全
道
酪
農
戸
数
の

３
％
で
す
。「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
」
に
お
い
て
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が

事
業
対
象
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
も
導
入
す
る
酪
農
家
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

１
．
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
状
況

　

全
道
の
平
成
23
年
時
点
の
搾
乳
方

式
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ
ー
方

式
が
６
割
を
占
め
、（
表
１
）
導
入

後
も
既
存
の
搾
乳
方
式
を
併
用
し
て

い
る
農
家
が
６
割
以
上
あ
り
ま
す
（ 

表
２
）。
つ

ま
り
、
導
入

農
家
の
４ 

割
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
で

搾
乳
を
行
う

一
方
、
つ
な

ぎ
式
牛
舎
で

も
搾
乳
を
継

続
し
て
い
ま

す
。
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
は
、
省
力
化
だ
け
で
は

な
く
搾
乳
頭
数
の
増
頭
が
目
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
．�

事
例
：
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
農
家
の

作
業
内
容

　

こ
こ
で
は
、
作
業
の
省
力
化
を
第

一
に
追
求
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

釧
路
管
内
Ａ
農
場
は
、
平
成
29
年

に
つ
な
ぎ
式
牛
舎
で
の
搾
乳
を
中
止

し
、
新
た
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
搾
乳

を
開
始
し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
規
模

拡
大
に
必
要
な
従
業
員
の
確
保
は
難

し
い
と
考
え
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
選

択
し
て
い
ま
す
。

　

導
入
前
後
の
作
業
内
容
で
一
番
大

き
な
変
化
は
搾
乳
作
業
で
、
牛
に
触

れ
る
作
業
が
無
い
代
わ
り
に
、
パ
ソ

コ
ン
で
健
康
管
理
や
繁
殖
デ
ー
タ
を

確
認
す
る
作
業
が
増
え
た
こ
と
で
す

（
表
３
）。
経
営
者
の
作
業
時
間
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
妻
と
父
親
の
作
業

時
間
は
減
少
し
、
全
体
の
労
働
時
間

は
導
入
前
の
三
分
の
二
に
減
少
し
て

い
ま
す
（
Ａ
さ
ん
談
）。

全
体
の
作
業
時
間
が
減
少
し
た
理
由

と
し
て
、
Ａ
さ
ん
は
以
下
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

①�

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
以
外
に
搾
乳
す
る

場
所
は
作
ら
ず
、
機
械
に
合
わ
な

い
牛
は
淘
汰
し
た
。

②�

牛
の
移
動
が
一
人
で
行
え
る
よ
う

乾
乳
牛
の
飼
養
場
所
を
作
っ
た
。

③�

エ
サ
押
し
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
と
分
娩

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。

④�

給
餌
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
直
接

給
餌
し
て
も
ら
う
。

３
．
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
目
標

　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
当
た
り
の
１

日
の
搾
乳
可
能
量
は
２
ト
ン
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
益
を
最
大
限
得
る
た

め
に
は
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
合
っ
た

牛
を
揃
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
様
々
な
飼
養
形
態
で
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
経
営

安
定
化
に
向
け
て
、
十
分
検
討
し
て

下
さ
い
。

～目標達成のための三ヶ条～
①繁殖・健康管理データを理解し、
　飼養管理に活かす(パソコン管理)
②搾乳ロボットに合わない牛を積極
　的に淘汰する(不適応牛を減らす）
③搾乳ロボットに適した乳頭配置を
　考慮した種雄牛の選択

搾乳ロボットの導入に向けて（平成28年度
北海道農政部）、Ａさん聞き取り結果より

表２　導入前の搾乳方式
搾　乳　方　式 導入戸数 割合（%）

既存の搾乳方式を廃止、搾乳
ロボットのみ 44 23.0

搾乳ロボットと既存の搾乳方
式を併用 120 62.9

搾乳ロボットと新たに導入したパイ
プラインミルカーを併用 8 4.2

搾乳ロボットと新たに導入し
たミルキングパーラーを併用 17 8.9

その他（無回答） 2 1.0
計 191 100

（表1,2は釧路総合振興局農務課より提供）

表３ Ａ農場の導入前後の作業内容
導入前（搾乳牛40頭） 導入後（搾乳牛100頭）

５時～ 給　餌 牛個別データ確認
６時～ 搾乳（２時間） ロボットへ牛を追込（１時間）
７時～ 授精・治療準備､（搾乳牛給餌 TMRC）
８時～ 牛をパドックに出す 哺乳、（乾乳牛給餌 TMRC）
９時～ 牛床清掃、哺乳 獣医・授精師対応
10時～
11時～
12時～ （搾乳牛給餌 TMRC）
13時～ 給　餌 機械整備・洗浄、育成牛管理
14時～ パドックに戻す、育成牛管理 牛床清掃
15時～
16時～ 搾乳準備 牛床清掃（乾乳牛）、牛個別データ確認
17時～ 搾乳（２時間） ロボットへ牛を追込（１時間）
18時～
19時～ パドックに出す、牛床清掃 哺　乳
20時～ 哺　乳 牛の管理記録整理

11

省
力
化
技
術
パ
ー
ト
①

�

～
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
～

表１　導入前の搾乳方式
搾 乳 方 式 導入戸数 割合（%）

パイプラインミルカー 120 62.8
ミルキングパーラー 61 31.9

搾乳ロボット 3 1.6
その他（無回答） 7 3.7

計 191 100
（平成23年調査開始時）
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
特
殊

詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
北
海
道
警
察
と
連
携
し
被
害
防
止

へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
に

実
施
し
た
「
年
金
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
Ｊ

Ａ
で
年
金
を
お
受
け
取
り
さ
れ
て
い
る
お
客
様

が
来
店
し
た
際
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚

起
の
標
語
を
印
刷
し
た
「
招

福
よ
う
か
ん
」
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
番

組
で
は
電
話
で
お
金
を
要
求

さ
れ
た
際
に
家
族
や
警
察
に

相
談
す
る
こ
と
を
幅
広
く
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
玉
ね
ぎ
「
環

（
※
め
ぐ
る
）」
と
「
真
白
（
※
ま
し
ろ
）」
の

売
り
上
げ
の
一
部
が
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
「
第
₁₁
回
コ
ー
プ

の
森
植
樹
祭
」
が
、
今
年
も
５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
全
道
₁₁
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
と
真
白
１
パ
ッ
ク
購

入
ご
と
に
１
円
を
「
コ
ー

プ
未
来
（
※
あ
し
た
）
の

森
づ
く
り
基
金
」
に
協
賛

し
て
お
り
、
2
0
1
7
年

度
は
、
約
₆₃
万
円
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
７
月
８
日

に
札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
北
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
有
志
３

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
企
業
も
多
数
参

加
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
の
総
合
保
障
」
を
掲
げ
、
職
員
が
揃
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
一
生
懸

命
走
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
共
済

を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
Ｊ
Ａ
共
済
」
を
知
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
本
会
事
業
の
積
極

的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報

誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

７
月
２
日
、
平
成
₃₁
年
度
農
業

関
係
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た
農

林
水
産
省
と
の
意
見
交
換
会
を
、
４
〜
５
月
に

か
け
て
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現
場
の
意
見

を
踏
ま
え
、
６
月
の
各
作
目
別
対
策
委
員
会
等

で
決
定
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
政
策

提
案
に
基
づ
き
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
か
ら
は
道
連
役
員
、

Ｊ
Ａ
組
合
長
、
青
年
女
性
組
織
代
表
者
ら
1
4

3
名
が
参
加
し
、
農
協
組
織
基
盤
、
基
本
農
政
、

水
田
、
畑
作
青
果
、
酪
農
畜
産
の
各
対
策
に
つ

い
て
要
望
内
容
を
農
林

水
産
省
に
伝
え
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な

北
海
道
農
業
確
立
に
向

け
て
、
生
産
現
場
の
意

見
を
し
っ
か
り
国
等
に

伝
え
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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宮
崎
参
事
に
伺
い
た
い

の
で
す
が
、
例
え
ば
総
代

会
の
よ
う
な
場
で
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
事
業
の
中
に
お
け

る
准
組
合
員
の
重
み
で
す
と
か
、
そ
う
い
っ
た
部
分
へ

の
対
策
を
具
体
的
に
お
話
し
て
き
て
は
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
そ
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
は
い
な

い
で
す
。
利
用
規
制
が
打

ち
出
さ
れ
て
、
仮
に
利
用

が
現
在
の
半
分
に
な
っ
た
ら
、
今
の
事
業
が
ど
う
な
る

か
な
ど
、
貯
金
の
残
高
が
ど
う
な
る
か
な
ど
、
事
業
的
、

経
営
的
な
観
点
か
ら
調
べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

細
か
く
は
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
も

う
一
度
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宮
入
教
授　

各
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
ひ
が
し
か
わ
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
、
今
日
を
き
っ
か
け
に
准
組
合
員
の

問
題
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
議
論
が
起
こ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
後
に
皆
さ
ん
か
ら
お
一
言
ず
つ

お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
准
組
合
員
に
な
っ

て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
将

来
の
年
金
の
受
取
口
座
を

Ｊ
Ａ
に
し
た
時
、
羊
か
ん

を
も
ら
え
た
こ
と
で
す
。
他
に
も
例
え
ば
ホ
ク
レ
ン
シ

ョ
ッ
プ
で
割
引
に
な
る
な
ど
の
お
得
感
が
あ
れ
ば
、
も

っ
と
都
市
の
准
組
合
員
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

金
井
さ
ん
の
よ
う
に
准
組
合
員
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
っ

て
何
だ
ろ
う
と
い
っ
た
疑
問
は
皆
さ
ん
が
持
つ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
何
と
な
く
北
海
道
の
農
業
を
応
援
し
た

い
気
持
ち
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
程
の
発
表
で
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
高
価
な
も
の
で
な
く
て
も
、
例

え
ば
き
ゅ
う
り
１
本
と
か
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
代
わ
り
、
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
、
ま
た
来
て
ね
と
い
う

シ
ー
ル
を
貼
る
と
、
も
ら
っ
た
人
は
す
ご
く
嬉
し
い
は

ず
で
す
。
き
っ
と
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。

　

北
海
道
は
加
工
品
の
原
料
を
つ
く
る
農
村
地
帯
が
多

い
の
で
、
北
海
道
の
も
の
が
材
料
に
入
っ
て
い
る
こ
と

を
意
識
し
て
選
ん
で
く
れ
る
人
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
業
の
理
解
者
で
あ

る
都
市
の
准
組
合
員
を
対
象
に
、
移
動
販
売
車
を
札
幌

に
も
走
ら
せ
て
欲
し
い
で
す
。
毎
週
で
な
く
て
も
、
週

替
わ
り
で
今
週
は
こ
の
Ｊ
Ａ
と
い
う
よ
う
に
変
え
て
、

車
内
に
は
一
品
だ
け
で
も
そ
の
町
の
も
の
を
置
く
と
い

う
風
に
。

　

札
幌
の
買
い
物
難
民
の
数
は
相
当
多
い
で
す
。
軒
先

や
団
地
の
前
に
来
て
く
れ
た
ら
、
喜
ん
で
買
う
人
が
絶

対
に
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
こ
と
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
ね
、
准
組
合
員
辞
め
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
と

伝
え
る
と
、
Ｊ
Ａ
さ
ん
は
あ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
で

も
野
菜
や
牛
乳
を
売
り
に
来
て
く
れ
た
、
私
た
ち
都
市

住
民
を
見
捨
て
な
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。
儲
か
る
儲
か
ら
な
い
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
の
協
同
の

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
消
費
者
を
守
れ
る
か
と
い
う
こ

と
が
農
協
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
あ
ぐ
り
王
国
を
担

当
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

時
に
、
共
演
す
る
チ
ー
ム

ナ
ッ
ク
ス
の
森
崎
リ
ー
ダ

ー
に
「
俺
は
東
京
で
仕
事
が
連
続
す
る
と
、
北
海
道
に

早
く
戻
っ
て
畑
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
く
な

る
ん
だ
、
憧
れ
に
も
早
く
そ
う
な
っ
て
欲
し
い
。」
と

い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
そ
の
言
葉
の

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ「
食
と
農
で
つ
な
が
る
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
と

准
組
合
員
制
度
に
つ
い
て
」

「
食
と
農
で
つ
な
が
る
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
と
准
組
合
員
制
度
に
つい
て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
内
容
の
最
終
回
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宮
入　
　

隆 

氏

北
海
学
園
大
学　

教
授

 

金
井　

憧
れ 

氏

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　

キ
ャ
ス
ト
・
プ
ラ
ス
所
属

宮
崎　

俊
章 

氏

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ　

参
事

（
事
例
発
表
者
）

 

森　
　

久
美
子 

氏

　
　

作
家

　
　

農
水
省
食
料
・
農
業
・
農
村

　
　

政
策
審
議
会
臨
時
委
員
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意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
半
年
ほ
ど
番

組
を
担
当
す
る
と
、
畑
の
パ
ワ
ー
を
本
当
に
実
感
し
て
、

今
は
東
京
に
い
ま
す
が
、
あ
の
時
の
ロ
ケ
楽
し
か
っ
た

な
、
ま
た
畑
に
行
き
た
い
な
、
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
ぐ
り
王
国
は
今
年
で
₁₀
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
が
、

₁₀
年
も
毎
週
違
う
農
作
物
、
違
う
話
題
を
取
り
上
げ
て

放
送
で
き
る
ほ
ど
ネ
タ
が
あ
る
北
海
道
農
業
は
本
当
に

す
ご
い
と
感
じ
ま
す
し
、
北
海
道
物
産
展
や
北
海
道
フ

ェ
ア
に
も
の
す
ご
い
数
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
や
は
り
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
の
力
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
当
に
新
鮮
で
き
れ
い
で
、
そ
し
て
お
い

し
い
農
産
物
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
全
国
に

発
信
し
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
私
も
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
何
で
も
力
に
な
り
た
い
で
す
。
本
日
は
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
ま
さ
に
協
同

組
合
王
国
で
あ
り
、
協
同

組
合
は
北
海
道
の
第
一
次

産
業
の
強
さ
や
豊
か
さ
を

つ
く
る
根
幹
に
な
っ
て
い
る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
人
類
が
科
学
技
術
で
色
々
な
成
果
を
挙
げ
た
割

に
は
、
貧
困
が
拡
大
し
た
り
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
し

た
り
と
、
非
常
に
希
望
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
協
同
組
合
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
協
同
組
合
間

の
連
携
を
小
さ
い
所
か
ら
一
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く

べ
き
で
す
。
助
け
合
い
の
組
織
で
あ
る
協
同
組
合
の
精

神
に
つ
い
て
は
中
々
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
を
深
め
る
取
組
み
を
今
日
参
加
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
や
っ
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
づ

く
り
の
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
参
事　

協
同
組
合
を
構
成
す
る
組
合
員
と
し
て
、

正
組
合
員
で
あ
っ
て
も
、
准
組
合
員
で
あ
っ
て
も
、
改

め
て
も
っ
と
勉
強
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
の
か
な
と
最
近
感
じ
ま
す
。
協
同
組
合
の
精
神
を

新
規
で
就
農
さ
れ
る
方
、
後
継
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は

准
組
合
員
に
な
っ
て
頂
く
方
々
に
ど
う
理
解
し
て
頂
く

か
、
そ
う
い
う
教
育
の
部
分
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な
と
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

准
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
の
事

業
を
支
え
る
一
翼
を
担
う

意
味
で
大
切
な
存
在
だ
と

い
う
認
識
を
正
組
合
員
の

方
々
に
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
ま
す
。　
　

　

サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
は
、
最
終
的
に
行
動
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
准
組
合
員
の
皆
さ
ん

が
行
動
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
と
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
利

用
規
制
は
自
分
た
ち
の
生
活
権
の
侵
害
で
あ
る
と
感
じ

て
頂
き
、
事
業
利
用
規
制
を
阻
止
す
る
力
と
し
て
共
に

行
動
し
て
も
ら
え
る
動
き
に
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
世
論
に
な
る
と
、
国
に
対
す
る
力
に
な
っ

て
い
く
と
感
じ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
た
い
で
す
。

宮
入
教
授　

私
自
身
、
准
組
合
員
利
用
規
制
は
あ
り
え

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
危
機
感
を
抱
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
既

存
の
准
組
合
員
の
方
た
ち
と
意
識
的
に
向
き
合
っ
て
関

わ
り
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
、

准
組
合
員
の
方
だ
け
で
な
く
、
正
組
合
員
の
方
た
ち
と

話
す
場
も
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
地
元
に
戻
っ
た
時
、

准
組
合
員
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か
、
既
存
の
准
組

合
員
の
方
々
に
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
こ
を
意
識
的
に

考
え
る
こ
と
が
出
発
点
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
パ
ネ

リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
は
、
色
々
な
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
ま
ず
は
地
元

で
お
話
を
し
て
頂
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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氏
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道
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高
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氏

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
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事
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EDITOR’S—NOTE

□ 今後秋にかけて日本及び北海道に上陸する台風は、毎年酪農の世界にも甚大な被害
をもたらします。大型台風の影響は、強風によるデントコーンの倒伏や折損、施設
への被害、停電による生乳の廃棄、草地・デントコーン畑への土砂流入や流出・冠
水被害など想像を絶する被害が今後も想定されます。過去の経験等から得られた教
訓を生かしつつ、個人や地域で必要となる災害への備えが急務となって参ります。

理　事　会　報　告
7月定例理事会　平成30年７月30日（月）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．６月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．—平成３０年度釧路丹頂農協研修生受入施設建

設に係る一般競争入札の経過と結果について
６．—第２９回ＪＡ北海道大会議案作成に向けた、

正・准組合員アンケートの集計結果について
付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　—平成３０年度畜産・酪農収益力強

化整備等特別対策事業（機械導

入）の承認について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　—平成３０年度釧路丹頂農協研修生

受入施設建設に係る契約の締結
について

議案第５号　諸規程等の一部変更について
その他協議事項　�
１．—第３次地域農業振興計画・ＪＡ中期経営
計画策定に係る組合員意向調査の結果に
ついて

２．—次期生乳計画生産対策（平成３１年度～）
に係るＪＡの意見集約について

３．当面の業務日程について

■平成30年度 　生乳生産実績（７月）
月計乳量（kg） ７月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,905,609.0 105.2 35,115,401.5 104.2
鶴 居 地 区 3,253,711.5 106.9 12,872,722.6 107.7
幌 呂 地 区 2,334,949.1 103.9 9,069,798.2 101.7
白 糠 地 区 1,772,335.4 101.1 7,040,790.1 100.7
音 別 地 区 1,544,613.0 109.0 6,132,090.6 105.4

管 内 計 46,423,468.9 101.5 182,597,488.3 101.4
（前年度管内計） 45,757,083.5 180,030,523.7


